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‘あすっこ’は�2000～2002年に島根県農業
試験場 (現�島根県農業技術センター) におい
て�ブロッコリーにビタミン菜を交配し�胚珠
培養とコルヒチンを用いた染色体倍加により育

成されたアブラナ科の新野菜である (春木�
2007)�
定植期は9～10月で�抽台後摘心を行い�そ

の後発生した開花前の花茎を�早生系では12月
～翌年3月�中生系では翌年の2～4月に収穫す
る�収穫した花茎は�甘みが強く�くせがない
ため�様々な調理法に適する�
‘あすっこ’は新しい野菜であるため�その
生理生態や栽培法について不明の点が多く�現
在これらを明らかにするための検討が進められ

ている�しかし�施肥法については�‘あすっこ’
の親であるブロッコリー (香西�1997) や�収
穫物が‘あすっこ’と同様に花茎であるナバナ

(田村ら�1996�1999) で検討された例はある
が�‘あすっこ’では全く検討されておらず�ブ
ロッコリーの施肥基準をもとに施肥されている

のが現状である�しかし�ブロッコリーは頂花
蕾のみを収穫するのに対し�‘あすっこ’は発
蕾期に頂花を除去し�その後葉腋から次々と発
生してくる花茎を収穫するため�両者の養分吸
収特性は大きく異なると考えられる�そこで�

本報では‘あすっこ’の中生系統について�生
育および収量に最も影響が大きい窒素の吸収特

性を調査し�‘あすっこ’の施肥基準作成の基
礎資料を得ようとした�
供試した系統は中生系統���0101で�2007年

10月15日に島根県農業技術センター内ほ場に定

植した�栽植密度は10�当り3�000株とした�試
験ほ場は4�で�細粒黄色土にマサ土を客土し
ており�作土の化学性は表1に示したとおりで
ある�施肥は�‘あすっこ’の栽培暦に準じて
表2のとおり行った�基肥には���複合隣加安�555および��リンスター�追肥には燐硝安加
里�604を用いた�また�10月14日に10�当たり
苦土石灰200㎏�牛ふんたい肥を2�5�施用した�
定植時 (10月16日)�定植後29日 (11月13日)�

定植後59日 (12月13日)�定植後94日 (1月17日)�
摘心時 (2月20日)�収穫始期 (3月17日)�収穫
中期 (4月1日) および収穫終了時 (4月21日)

に平均的な生育を示す株を8株ずつ採取した�
採取した株は�葉�茎�根および花茎に分けた�
なお�花茎については�収穫適期に至ったもの
を順次収穫し�すべて合わせたものを花茎と表
示した�採取した試料は新鮮重を測定後�60℃
で乾燥し乾物重を測定した�乾燥試料は�粉砕・
篩別し�ケルダール分解後水蒸気蒸留法により
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窒素含有率を測定した�
1株当り累積収量は�収穫始期である3月17日

で700��収穫中期である4月1日で1�018��収
穫を打ち切った4月21日では1�447�となった�
また�累積収穫本数は3月17日で20本�4月1日
で33本�4月21日で63本となった�平均花茎重
は�収穫始期が最も重く�収穫後期になるほど
軽くなった (表3)�
定植～定植後30日における全新鮮重の増加

はわずかであったが�それ以降は直線的に増加
した�摘心期までは�全新鮮重のほぼ90％を葉

が占め�根および茎は少なかった�摘心期～収
穫始期は�葉における増加がほとんど認められ
なかったが�花茎が発生し始めたため�全新鮮
重は増加した�収穫中期には花茎�葉および茎
重が増加し�その結果�全新鮮重は大きく増加
した�収穫終了時には花茎および茎重が大きく
増加したものの�基部葉の脱落により葉の新鮮
重が減少したため�全新鮮重の増加は少なかっ
た (図1)�
定植～摘心期の全乾物重の推移は全新鮮重と

同様であった�すなわち�定植～定植後30日の
増加はわずかであったが�その後摘心期まで急
速に増加した�しかし�摘心期から収穫始期に
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表1 試験ほ場の化学性
ｐ� �� ��� ��� ��� 交換性塩基 (���100�) 可給態リン酸
(�2�) (�����) (％) (％) (���100�) ��� ��� �2� (���100�)
5�1 0�04 0�76 0�074 12�8 105 42 22 20

部位
10月16日 11月17日 12月13日 1月17日 2月20日 3月17日 4月1日 4月21日
(定植) (摘心) (収穫始め)

葉 2�41 6�03 5�36 4�60 4�16 3�60 3�73 3�61
茎 2�89 3�17 2�85 2�55 2�52 2�32
根 3�33 3�43 3�18 2�94 2�29 2�56 2�52

花茎 (収穫物) 5�53 6�03 5�85表5 ‘あすっこ’における器官別窒素含有率の推移 (％)

施肥日 � �2�5 �2�
(���10�) (���10�) (���10�)

基肥 10月15日 15�0 33�0 15�0
追肥

11月 5 日 4�0 2�5 3�5
1 月22日 4�0 2�5 3�5
2 月25日 4�8 3�0 4�2
3 月18日 4�8 3�0 4�2
4 月 2 日 4�8 3�0 4�0

計 37�4 47�0 34�4
表2 施肥時期および施用成分量

表3 1株当たりの累積収量および収穫本数
調査日 3月17日 4月1日 4月21日

累積収量 (�) 700 1�018 1�447
累積収穫本数 20�4 33�0 63�4
平均花茎重 (�) 34�4 30�8 22�8

11月17日 12月13日 1月17日 2月20日 3月17日 4月1日 4月21日
(摘心) (収穫始め)

8�2 9�5 7�2 7�4 6�3 6�5 6�3表4 ‘あすっこ’の葉における乾物率の推移 (％)
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図1‘あすっこ’における器官別新鮮重の推移

図2‘あすっこ’における器官別乾物重の推移

図3‘あすっこ’における器官別窒素吸収量の推移



かけて�全新鮮重は増加していたのに対し�全
乾物重の増加は一旦停滞した�収穫始期以降は
全新鮮重と同様の推移を示し�収穫始期～中期
までは急速に増加したが�収穫中期～終了時で
は基部葉の脱落により増加の程度は小さくなっ

た (図2)�
摘心期から収穫期にかけて�花茎および茎の

乾物重が増加したにもかかわらず�葉の乾物重
が大きく減少し�全乾物重の増加が停滞した�
これは�表4に示したように�収穫開始以降の
葉の乾物率がそれまでより低くなったことによ

る�落葉果樹では�新しい器官が生長するとき
に�新しく出た葉の光合成によって生産された
物質量が呼吸消費によって失われる物質量を超

える養分転換期までは�旧器官に貯蔵された炭
水化物やタンパク質が利用されるため�この時
期は旧器官の乾物重が減少することが知られて

いる (高橋�1998)�‘あすっこ’でも新生器官
である花茎が発生する時期に�旧器官の大部分
を占める葉に貯蔵された養分を利用するために�
葉の乾物重が大きく減少したと考えられた�
花茎以外の器官における窒素含有率は�生育

ステージが進むほど低下する傾向にあった�一
方�収穫物である花茎の窒素含有率は�収穫期
間中ほぼ一定であり�その値は他の器官に比べ
て著しく高く�5％以上であった (表5)�
1株当りの窒素吸収量は乾物重と同様の推移

を示した�すなわち�定植～定植後30日はほと
んど増加しなかったが�その後摘心期まで急速
に増加した�しかし�摘心期から収穫始期まで
の約1ヵ月間は�収穫物である花茎での窒素吸
収が始まったにもかかわらず�葉の窒素吸収量
が大きく減少したため�全吸収量の増加はほと
んど認められなかった�その後収穫始期～中期
は花茎および茎の吸収量が増加しており�全体
の吸収量も大きく増加した�収穫中期～収穫終
了時は�基部葉の脱落により葉の窒素吸収量が
減少したものの�それ以外の器官の吸収は大き
く増加し�その結果�全体の吸収量も増加した
(図3)�
本試験では�‘あすっこ’の現行施肥基準に

準じて�摘心直後に硝酸性窒素を含む速効性肥
料を追肥した�しかし�摘心期から収穫始期ま
での1株当り窒素吸収量が増加していないこと

から�根からの窒素吸収はほとんどないものと
考えられる�一方�この時期は花茎が発生し始
めているため�花茎の窒素吸収量が増加してい
るが�葉の窒素吸収量は大きく減少している�
これらのことから�花茎に必要な窒素量は�根
からの吸収より葉からの転流によって供給され

るものと推察された�したがって�一定の収量
を確保するためには�摘心期までに十分茎葉を
生育させ�花茎発生に必要な窒素量を蓄積させ
る必要があると考えられた�
また�1株当りの窒素吸収量は�収量が700�

では7�4��約1㎏では12�2��約1�5㎏では13�9�
であった (表4�図3)�このように�収量が増
加するほど窒素吸収量が増加するため�施肥量
の決定には�あらかじめ目標収量を設定するこ
とが重要であると考えられた�
島根県育成の新野菜‘あすっこ’の施肥基準

作成に資するため�中生系統の窒素吸収特性を
調査した�
1�全新鮮重は�定植以降収穫終了まで増加し
続けた�一方�全乾物重は定植以降摘心期ま
で急速に増加したが�摘心期から収穫始期ま
では一旦停滞し�その後は再び収穫終了時ま
で増加した�摘心期から収穫始期まで全乾物
重の増加が停滞したのは葉の乾物重が大きく

減少したためである�
2. 葉�茎および根の窒素含有率は�生育が進
むにつれて低下する傾向が認められた�一方�
花茎の窒素含有率はほぼ一定の値で推移した�
花茎の窒素含有率は他の器官に比較し高く�
5％以上であった�
3. 1株当たりの窒素吸収量は�定植から定植
後30日までは少なく�その後摘心期までは急
増した�しかし�摘心期から収穫始期までは�
花茎の吸収量が増加したのに対し�葉の吸収
量は大きく減少し�花茎に必要な窒素量の多
くは�葉からの移行によって補われると推察
された�したがって�一定の収量を得るには�
摘心期までに十分茎葉を生育させる必要があ

ると考えられた�
4. 窒素吸収量は�収量の増加に伴い増加する
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ため�施肥量の決定には目標収量を設定する
ことが必要であると考えられた�
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